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約300年も続いた鞠智城は

その歴史の中で、役割が変化していきました。

鞠智城ができた時から、なくなる時代までの
移り変わりをみていきます。
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鞠智城の移り変わり
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第 1 期

鞠智城が唾禅
築かれた時期

』聯鰯，”
は く す き え と う し ら ぎ

日本が白村江の戦いに負けた後､唐･新羅
が日本に攻めてくることに備えて鞠智城が
築かれました｡当時の九州の中心であった
芙戦｢を後方支援する城であったと考え
られています。
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■兵舎(復元建物)‘綴”な が や

長屋風の建物で､鞠智
城の守りについた約50
人の兵士が寝泊まりして
いたと考えられます。
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： 6 9 8 年
§「鞠智城を修理した｣と、
：記録に残っています。
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第 Ⅱ 期

, ど る い 冠 一 矛 轌 -

■土塁裁導警蕊弓・
鞠智城の周囲は土を
盛って造った十塁と呼
ばれる城壁で囲まれて
いました｡この城壁で
敵の侵入を防ぎました。
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鞠智城が臼
栄えた時期

城を管理する役所風の建物や､八角形建物
などのたくさんの建物が建てられた時期で
す｡土器などの遺物はこの時期のものが最
も多く見つかっています｡鞠智城が一番充 
実していた時期といえます。

輯

こ ろ う

■八角形鼓楼(復元建物） つ づ み

平面が八角形の形をした3階建ての建物です｡鼓で
時間を知らせたり､見張りをしていたと考えられてい
ます。

この時期に穴を掘っマ
物から､柱の下に大き
の建物に変わります。
どの遺物はほとんど員
智城の役割が変化して
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馴■49号建物跡(礎石建物l
この時期に出現する礎石唱
大きい礎石建物で､重要な
考えられています。

し せ つ

を守る施設から､食糧
300年の間に鞠智城の役割や姿は
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ほ か ん そ う こ

を保管する倉庫へ。
変わっていきました。

聖米を保管した倉庫

▲-ゞ
85 8年つ づ み

｢城の鼓がひとりでに鳴り、
米倉が火事になった｣と、
記録に残っています。

iの役割が
’ていく時期

.柱を建てる構造
ま石(鱸)を置く
Ⅱ期と比べると土器な
1つかづていません｡鞠
いく時期です。

嘗ｳ｝）
物です｡鞠智城内で最も
ものを納めていた倉庫と

禿I遥‘・
建物が大型化し､米などを納める倉が多く
建ち並んでいた時期です｡敵の攻撃に備え
る城から米などの食糧を保管する場所に
鞠智城の役割が変わりました。

こ め ぐ ら

■米倉(復元建物）
米を保管していた倉庫です｡発掘調査では趣建物の
跡から焼けた米が多く見つかっており､火事で焼失
した可能性が考えられています。
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保管する場所に役割を変えました。

保管されていたのは何？
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鞠智城がその役目を多
終 える 時 期 ゞ

食料を保管する場所として続きますが､建物
は少なく、10世紀中頃(西暦950年頃)の
平安時代中頃には城としての長い歴史を終
えたと考えられます。
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米倉が焼けた様子

#

よ な は る ち よ う じ ゃ

米原長者伝説と、
鞠智城
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鞠智城がある熊本県山鹿市菊鹿町米原では､｢土を掘ると焼けた米
が出てくる｣と地元の人々が以前からﾛ尊をしていました｡そして､この
地方では､米原長者という大金持ちの屋敷や蔵が火事になったとい
う｢民話｣が伝えられています｡実際に､鞠智城のこれまでの発掘調査
で､米倉があったと考えられる建物の周りから､焼けた米がたくさん
出てきました｡『文徳実録』という平安時代の歴史書には｢鞠智城の米
倉が火事になって､たくさんの米が燃えた｣と記録されています｡土の
中に埋まっていた焼けた米は､この時の火事で焼けたものと考えられ、

長い年月､土地の人々が語り継ぐ中で､米原長者という民話が生まれ
たのかもしれません。
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 この電子書籍は、冒険・謎解きブック鞠智城を探ろう！6 を底本として作成し

ました。閲覧を目的としていますので、精確な図版などが必要な場合には底本か

ら引用してください。 

 底本は、古代山城がある市町村教育委員会、熊本県内の市町村教育委員会と図

書館、都道府県の教育委員会、考古学を教える大学、国立国会図書館などにあり

ます。所蔵状況や利用方法は、直接、各施設にお問い合わせください。 
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